

















－ ca,rij u`mi/n kai. eivrh,nhの文化的背景－
小  林　昭  博
（1）ローマ 1：7、Ⅰコリント 1：3、Ⅱコリント 1：2、ガラテア 1：3、フィリピ 1：2、Ⅰテサロニケ 1：1、
フィレモン 3。
（2）David E. Aune, The New Testament in Its Literary Environment, LEC 8, Philadelphia: Westminster, 1987, 163; 
Werner G. Kümmel, Einleitung in das Neue Testament, Heidelberg: Quelle & Meyer, 211983, 213. さらに詳し
くは、Franz Schnider/Werner Stenger, Studien zum Neutestamentlichen Briefformular, NTTS XI, Leiden/New 




























（4）ドーティ『初期キリスト教の書簡文学』46頁、Ernest R. Richards, The Secretary in the Letters of Paul, 
WUNT II/42, Tübingen: Mohr Siebeck, 1991, 130. なお、Kümmel, Einleitung in das Neue Testament, 213を参照。
（5）John L. White, Light from Ancient Letters, Philadelphia: Fortress Press, 1986, 194; Aune, The New Testament in 
Its Literary Environment, 163, 165; Schnider/Stenger, Studien zum Neutestamentlichen Briefformular, 3. このよ
うな書簡前書きの形式は、多少の変化はあるものの、前三世紀から後三世紀まで変わることはなく（ドー
ティ『初期キリスト教の書簡文学』72頁）、その実際の用例はWhite, op. cit., 23-186によって確認する
ことができる。なお、Adolf Deissmann, Licht vom Osten. Das Neue Testament und die neuentdeckten Texte 
der hellenistisch-römischen Welt, Tübingen: Mohr Siebeck, 41923, 119-121は、前四世紀初めに鉛の板に記さ
れた、現存するギリシャ最古の手紙を紹介しており、前三世紀以前には上述した書簡前書きの定式が
確立していなかったことが窺われる。
（6）Aune, The New Testament in Its Literary Environment, 163. 
（7）ドーティ『初期キリスト教の書簡文学』46頁、White, Light from Ancient Letters, 193; Richards, The 
Secretary in the Letters of Paul, 130. なお、White, loc. cit.によると、前書きの冒頭の挨拶に健康祈願といっ
た付加的な挨拶が加えられるようになったのは前二世紀以降のことであり、その実例は ibid., 63ff.か
ら豊富に確認することが可能である（SelPap I 97. 98; PTebt I 34. 59; BGU IV 1204; POxy VII 106; PMert 
II 62. 63ほか多数）。ただし、上注 5で触れた現存するギリシャ最古の手紙には、「ご挨拶すると共に
健康をご祈願します」（cai,ren kai. u`giai,nen）という二重の挨拶が見られ、その直後に付加的な祈願が
続けられていることも確認できる（Deissmann, Licht vom Osten, 120f.参照）。なお、この挨拶に用いら
れている cai,renと u`giai,nenという二つの挨拶——不定詞の語尾が einではなく enになっているのはこ
の時代の方言による（高津春繁『ギリシア語文法』岩波書店、1960年、177頁参照）——は、Ⅱマカ
バイ 1：10、9：19の書簡前書きにも使われている（Deissmann, op. cit., 120 n. 4）。
（8）Joseph A. Fitzmyer, Aramaic Epistolography, Semeia 22, 1981, [25-57] 30f.; Aune, The New Testament in Its 
Literary Environment, 174–182.



























(10)  Fitzmyer, Semeia 22, 34は、~lXが単独で用いられるさいに、通常の「平安」「平和」「繁栄」「安寧」の
意味ではなく、書簡前書きの挨拶として、ギリシャ語の cai,reinと同じように、「ご挨拶申し上げます」
という意味で用いられる可能性を示唆する。
(11) アラム語の書簡前書きの五つの形式に関しては、用例も含めて、Fitzmyer, Semeia 22, 31f.; TAD D1.1–
D1.17 = Bezalel Porten/Ada Yardeni, Textbook of Aramaic Documents from Ancient Egypt 4: Newly Copied, 
Edited and Translated into Hebrew and English, Wiona Lake: Eisenbrauns, 1999, 16–37を参照。
(12) Fitzmyer, Semeia 22, 31.
(13) 用例を含めて、Fitzmyer, Semeia 22, 33参照。John J. Collins, Daniel: A Commentary on the Book of Daniel, 
Hermeneia, Minneapolis: Fortress Press, 1993, 221をも参照。
(14) 用例を含めて、Fitzmyer, Semeia 22, 35f.参照。一次資料は、TAD D 1.1–D.1.17 = Porten/Yardeni, Textbook 
of Aramaic Documents from Ancient Egypt 4, 16–37参照。
(15) ローマ 1：1－ 7、Ⅰコリント 1：1－ 3、Ⅱコリント 1：1－ 2、ガラテア 1：1－ 5、フィリピ 1：1－
2、Ⅰテサロニケ 1：1、フィレモン 1－ 3。
32－　　－
挨拶の文化的影響








式は ca,rij u`mi/n kai. eivrh,nhという一様な定式を持ち、この挨拶はパウロ書簡前書きを
貫く「基本形式」になっているのである (17)。


















(16) エズラ 7：12、Ⅰマカバイ 12：6、20、13：36、14：20b、15：2b、Ⅱマカバイ 1：1、10b、9：19参照。
(17) Philipp Vielhauer, Geschichte der urchristlichen Literatur. Einleitung in das Neue Testament, die Apokryphen und 























(19) Ernst Lohmeyer, Probleme paulinischer Theologie I. Brieﬂische Grußüberschriften, ZNW 26, 1927, 158–173 [= 
idem, Probleme paulinischer Theologie, Stuttgart: Kohlhammer, 1955, 9–29].
(20) Gerhard Friedrich, Lohmeyer's These über das paulinische Briefpräskript kritisch beleuchtet, ThLZ 81, 1956, 
343–346 [= idem, Auf das Wort Kommt es an. Gesammelte Aufsätz zum 70. Geburtstag, Hrsg. von Johannes H. 
Friedrich, Göttingen:Vandenhoeck & Ruprecht, 1978, 103–106].




(23) Lohmeyer, ZNW 26, 159. = idem, Probleme paulinischer Theologie, 10.
(24) Lohmeyer, ZNW 26, 158–164, bes. 162–164. = idem, Probleme paulinischer Theologie, 9–17, bes. 15–17.
(25) 村岡崇光訳「シリア語バルク黙示録」、日本聖書学研究所編『聖書外典偽典 5——旧約偽典Ⅲ』教文館、
1976年、145頁より引用。
(26) Lohmeyer, ZNW 26, 160. = idem, Probleme paulinischer Theologie, 12.
(27) そのさいの有力な論拠は、「e;leojの概念が祝祷においてⅠテモテ〔1：2〕、Ⅱテモテ〔1：2〕、Ⅱヨハネ 3、
ユダ 2に反復されている。パウロがそれ〔＝その祝祷〕を知っているということが、おそらくガラテア 6：
16に示されている」（Lohmeyer, ZNW 26, 160 n. 5 = idem, Probleme paulinischer Theologie, 12 n. 4）という
ことであろう。だが、パウロにおいてそれは「憐れみと平安」ではなく、「平安と憐れみ」という順序
になっており、厳密には同じ祝祷とは言えない。なぜなら、祝祷などの定型的表現においては順序も
また重要な構成要素だからである。それはパウロの書簡の挨拶が ca,rij u`mi/n kai. eivrh,nhという一様の
様式を保持していることからも明瞭に知られることだと言えよう。
(28) Lohmeyer, ZNW 26, 161. Vgl. auch 163f. = idem, Probleme paulinischer Theologie, 13. Vgl. auch 16f.
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(29) Lohmeyer, ZNW 26, 161f. = idem, Probleme paulinischer Theologie, 14.
(30) Lohmeyer, ZNW 26, 158–164, bes. 161–164. = idem, Probleme paulinischer Theologie, 9–17, bes. 14–17.
(31) Friedlich, ThLZ 81, 345. = idem, Auf das Wort Kommt es an, 103.
(32) Friedlich, ThLZ 81, 346. = idem, Auf das Wort Kommt es an, 105.
(33) Friedlich, ThLZ 81, 346. = idem, Auf das Wort Kommt es an, 105.
(34) Friedlich, ThLZ 81, 346. = idem, Auf das Wort Kommt es an, 105. だが、フリードリヒの指摘にもかかわらず、
エレファンティネ文書には「平安と力（trrX[w ~lX]）」（TAD D 1.4 = Porten/Yardeni, Textbook of Aramaic 
Documents from Ancient Egypt 4, 20）や「平安と生命（!yxw ~lX）」（TAD D 1.5 = ibid., 20）といった挨拶
が書簡前書きに確認されるが、「憐れみ」の語はエレファンティネ文書の書簡前書きの挨拶には確認さ
れない。
(35) Friedlich, ThLZ 81, 346. = idem, Auf das Wort Kommt es an, 105.
(36) Friedlich, ThLZ 81, 346. = idem, Auf das Wort Kommt es an, 105.
35－　　－
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(37) Friedlich, ThLZ 81, 343–346, bes. 346. = idem, Auf das Wort Kommt es an, 103–106, bes. 106.
(38) Michel, Der Brief an die Römer, (4=141978) 64.
(39) Michel, Der Brief an die Römer, 64f.
(40) なお、ミヘルはこの祝祷句を礼拝の導入として語られた定型句から導出しようとするローマイヤー
説を——フリードリヒの批判に比すれば非常に穏やかにではあるが——不確かだと判断している


































(43) Klaus Berger, Apostelbrief und Apostolische Rede. Zum Formular frühchristlicher Briefe, ZNW 65, 1974, 190–
231.
(44) Berger, ZNW 65, 191–207.
(45) Berger, ZNW 65, 191f.




























４．ca,rij u`mi/n kai. eivrh,nhの文化的背景
　上記で確認したように、ca,rijと eivrh,nhの結合をユダヤ世界から導出しようとする
試みには、従来考えられていたような至当性がないことが明らかとなった。では、も
う一方の ca,rij u`mi/n kai. eivrh,nhがギリシャ世界の挨拶とユダヤ世界の挨拶を組み合わ
(47) Berger, ZNW 65, 197f. n. 31, 32参照。
(48) ベルガーはさらに膨大な分量のテクストを挙げているが、その重要度は上述したテクストより低いの


























(49) Hermann L. Strack/Paul Billerbeck, Kommentar zum Neuen Testament aus Talmud und Midrasch, I–IV (6. Bd), 
München: C. H. Beck'sche Verlagsbuchhandlung, 1924–1928, I, 154, II, 94f. III, 1, 25; Berger, ZNW 65, 191–
207; Schnider/Stenger, Studien zum Neutestamentlichen Briefformular, 25–41参照。
(50) Fitzmyer, Semeia 22, 34. 実例は、TAD D 1.1–D.1.17 = Porten/Yardeni, Textbook of Aramaic Documents from 
Ancient Egypt 4, 16–37参照。旧約聖書ではエズラ 4：17参照。新共同訳は、ダニエル 3：31（4：1）、6：
26の ~l'v.にも「挨拶を送る」との訳語を充てている。
(51) Fitzmyer, Semeia 22, 35.
(52) 創世 29：6、43：27、サムエル下 18：29、20：9－ 10ほか。詳しくは、Gerhard von Rad, Art. eivrh,nh 
ktl., ThWNT II, 1935, 400–405; Werner Foerster, eivrh,nh ktl., ThWNT II, 1935, 407f. 参照。
(53) Foerster, ThWNT II, 407f., 409f.参照。
(54) Johannes Weiß, Der erste Korintherbrief, KEK V, Göttingen: Vandenhoeck & Ruprecht, [91910, 101925] 
Nachdruck, 1977, 4f. 同様の意見は、Hans Lietzmann, An die Römer, HNT 8, Tübingen: Mohr Siebeck, 41933, 
21; Hans Conzelmann, Art, ca,rij ktl., ThWNT IX, 1973, 384; idem, Der erste Brief an die Korinther, KEK V, 
Göttingen: Vandenhoeck & Ruprecht, 121981: 41f., bes. 42 n. 43; Hans Dieter Betz, Galatians: A Commentary on 
Paul's Letter to the Churches in Galatia, Hermeneia, Philadelphia: Fortress Press, 1979, 40; 山内真『ガラテア
人への手紙』日本基督教団出版局、2002年、50頁に見られ、最近米国で立て続けに出版されている注
解書もこの意見に与するものが多く、ドイツの代表的な宗教学（神学）の事典もこの意見を採り入れ
























ユダヤ世界の挨拶の文化的な影響の下で ca,rij u`mi/n kai. eivrh,nhというパウロ書簡前書
きの挨拶を捉え直し、「恵みと平安」の組み合わせが両文化の挨拶を融合させた修辞
的遊びであるとの理解を指し示すことができたと言いうるのである (56)。
(55) Conzelmann, ThWNT IX, 363; Ernest Best, A Commentary on the First and Second Epistles to the Thessalonians, 
BNTC, London: Adam & Charles Black, [1972] 1977, 63.
(56) Ⅱマカバイ 1：1には、cai,rein‥‥‥eivrh,nhn avgaqh,nという書簡前書きの挨拶がある。新共同訳は「挨
拶を送り」と「平安を祈ります」という二つの文章に訳している。これは ~l'v.／ ~Alv;.の挨拶がギリシャ
語化したものかもしれないが、もしかすると cai,reinと eivrh,nhを組み合わせた挨拶かもしれない。そ
うだとすれば、パウロ書簡前書きの挨拶との直接の依存関係は持たないにしても、Ⅱマカバイ 1：1の
書簡前書きの挨拶において、ギリシャ・ローマ世界とユダヤ世界の挨拶の文化的融合がすでに起きて
いたことになる。
